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た川 iff と大町市(長野県)が姑妹都ポヒなれ.交流が 
i すます盛んじなってきてい〇 ft 川入145んが 
«；を体被して多たのもその一つ.&が锖格 U どにも 
ヴばれ牛馬によって通ば⑽普 H を®んでの 一 日は取に 
行楽とは云い切れない_脃史_を味あわせてくれた. 
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冃刊 • えくてびあん-立 J II と語ろう • 立川に生きよう 


通赛 84 巻 


真如苑だより 


全 W 約360か店の*利さを 
ご活用〈ださい。 

⑽办そ人 WCL ます 

ム第一 »*» 行 


茜与振幺 

〈ハー 




7月31日 

日本フィル 

夏休み 
親子コン^ート 

於•市民金館大ホール 

問羚せ • 26 ‘ UU 


炎’大がつづく昨今です 
が，酷繁は秋の実りを約 
束する t のだそぅです。 
少し先の乎節に希望が持 
てるのら四 ^ の S びです。 

今月も K 如苑では传さ 
まを涼しいおもてなしで 
お迎えいた L ます" 

n 時 7 CT 15 Bg 
午後2時 t 4時 


■御本#、. ft 如$物館をはじめと 
して映画など必りだくさんの用« 
力してござ-^ す 
■立川市 M (成人 > に限らせて10き 
ます。 ¥ 
•お申し込み • "^ 

は「えくてび 

あん•コンパ 

M オン」{本誌 
を手漉してく 
れた人》へ。 



たましん歴史•美術館 

が才—プン 



多»佶用金 
* ( 本店 •Its 
町 > では去る 
四月に「たま 
しん地域文化 
財 $ 11を投立 
したが•六月 
十日には财団 


の * 営になる1たま1ん根史 • 美 
術館』が才—ブン < 围立支店 r そ 
の被 K バ I アィ—が盛会のぅちに 
行なわれたい 

同館は . t 淨地域の歴史：^俗おょ 
び美術を展示 L てゆくが ' 理車长 
の中！ F 榮治氏は挨拶のなかで、多 
兮地城は人口 350 万人を有する 
が自然 • 歴史•入材など独自の特 
性を4 : か I た活； g を嫉開したい， 
と力強い ®« を示した。 


立川基 


本誌が傑作写真 

を大 募集！ 

• 年1 ¢ 、ご愛5 * いただいた「立 
川発 • カルチヤ — トレィン」も無 
事に ^ 班を終え，来 A 8 H 号から 
新述 « がスタ—トナ 

テ t マは写真 O K して『ナイス 
ショット！私の傑作进 / 

この立川には多くの ^ 典愛好 .¥ 



がおり、新機 
» の登場•フ 
ィルムの品質 

商唆化などで， 

ますますフア 
ンが播えてい 
る^輿界丨 

アマ、ブ D を問いません。あな 
たの傑作写 ft 二人一枚限り)を 
当エ琢までお送りください。 


I 立川クイズ ■ 

ちょつと >): 川の地図を広げてみ 
ましょぅ。市の北部を西から«へ 
淹れる川，ご存知五川上水です。 

西の端からずぅつと：5つていき 
ますと，天王檐の來の辺りでナント 
北から南へ淹れる残堀川とクロス 
しております。川と川の交差点？ 

一体どうやつて . 〇 

①玉川上水が地 ft : 潜り残钿川の 


ドをくぐる②残堀川が地下に潜る 
③玉川上水がかけ！8式に残堀川の 
上を流れている - 
録の上水の i & を敗歩がてら実施 
凋查してみ . 〇のも m ロシィか 
【6月号の答】〇 
市内で S 広い16奋公園は麻砂 
公19 ( 高松町 ’ I 丁目 > です•六七 
三11 m 1 の»内には地元の人たちが 
M えた桜の木がいっぱい。地城の 
# らし1 : とけこんだ ' お花見の名 
所となつています U 


u 4-?»ah ざぷ 30036 , 令 
▲^«3JITC.、nsc^^2r 
rry 财今绝 M 以掛琺 WYSS® 

33 ? 
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動の今 
変庭昨 
に家る 
程 r い？ 
れ ' Q てる 
こ L I れす 

1 珍； 

SS も問反 

値 ft たぅ 

価利まど 

の抑もら 

会い方な 

社てり方 

しあ a 


I の1パパの JL 子^き.！は 
各学校でも配布されたこ 
ともあつて •& 速に市民 
の間で^みはじめ•られた 
の。 

発行は立川市役所の企画 
部，怍者は女流の «_^^ 
捤山 la 笑さんというユ - 1丨 
クな取合せだ。それという 
のも、先般，市は「立川市 
女性 UIA 計を策定，市 
民の代表にょって推進会 5 ft 
が発足、そこから「家庭教 
宵のあり方」が報告され 
ている * 

今回の # IIII 作品*■パパ 
の玉子 ^ き j は、これら 
の問租を広<市民に考ぇ 
てもらう糸口として 
一 棍起されたもの•マ 
ンガという漉にでもわ 
かりやすい杉態をとつ 
ているためか •a««e は小学生か 
ら老人に：全るまでと幅ひろい ** 
そして ' 说んでいるうちにハツ 
とさせられる簡所に必ずぶつかる * 


U* 



「この物語はゥチをモデルにして 
いるんじやないか J t 思われる人 
も多いのではないだろうか： 

女性の补会進出 ;; ょ <> て「男は 
fl^_ 女は家庭」という〔常淼〕 
はすでに®じなくな - 〇てきている 
が、\問の生活はょほど保守的に 
常まれているら l<.m 態依然の 
役釗分 IH. に固執 L-r 、「男が主，女 
が従」の価 fls 泳系の中でアグラを 
かいているケースも少なくない。 

作 # の捤山さ4は資料はヶぇら 
れたが . ストーリ—そのものは独 
a に辊み出 I たものと語つている e 
t« 山さんは，こう fS る。 

「なに t ^ Klv はしない夫は仕 V 
辺炳3金は ft 事をしたうぇで家* 
脊记にも全面的に輿任を G つてや 
つてきたのですが、ついにこのパ 
ターンではやつていけなくな〇， 
手探りのなかから•つの方向を見 
つけてゆくというストーリ—なん 
です"これを描いていなが.. r •環 
境問靼やら、,^|齡社会などという 
問趙をかかぇ，はんとう<:!!問だ 
らけの中1:私たちは«たされてい 
ると^わざるを^ i せ A て t た 
豕.虹の中の没荆分祀という問翊も 
表掰的になぞつたのでは解決しな 
いのではないでしょうか」 

ママに代わつてパパが初めて台 
所にたち、- rfft たちから「おいし 
い！ J と癸められ«ぶのもつかの 
間•またまたトラブルが発生して， 
tlll : 問 ei の? i は尽きない，か" 
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今 n の表紙は作者が 
i つたく新しい^みか 
ら裝作した作品。 

「たき織」はテキスタ 
ィル•デザィナーの岡 
唣多紀さんにょつて ill 
造された新しい繊維。 
いや，新しい糰維と云 
つては語幣があるかも 
しれない。むしろ「新しい! S 触の 
m 維」 i 呼んだはぅがいい。 

「原料は木綿なんですが，その木 
維をバィヤステ—ブに切り•これ 
を3コ糸にして撖りあげた布を* 
洗い•水洗い•起毛仕上げの工程 
を経ますとほんとぅに、1枚の布 
が兒遮えるょぅに新しいィメ—ジ 
をぢちはじめ >0んです/ 

岡鴫さんが「たき櫬 J を通しての 
作*づくりは S 欲的で•衣食 ft にわ 
たつている。衣服ではジャケット， 
ベストなど。また食卓に載るもの 
としはランチヨンマット、 n I スタ 
I 、ボットカパ—など。住いに ra 
するものではタビス トリー •テ ー ブ 
ルセンター、造花、クッシ m ン等。 

「ギヤラゾ—四乎」町}での 
K 示会に飾られた索敵な「多紀フ 
ラワ彳」を表紙にいただいた • 



立川に残る唯の地ド水湧水に 

よ 6 X -/ II は、*川段斤と衣柳段丘 

J の m 探に沿つて流れてい&賁杀 

な川である；汔川の地名」(保坂方 


にょれば、矢川は * , •» 谷川」で 
あ - 〇てその「や」とは单が繁茂し 
て水のある i£ 地、そこから流れ出 
た小川のこ t である • と ill 明1て 
いる。矢川闳辺で、これまでたび 
たび発 « された向向 ift 跡は 、 K 

文义化の繁栄を伝え•古老の活か 

らも矢川は D 常生活と切り»すこ 

とが出米なかつたようである 。 Ja 

年，荒放 ® t なつた欠川の自然を 


残そぅとの要®から， fla 和五十1二 
年！. n 、* 京都は「緑地保令：地域」 
に指定し*来1|徘水の流人防出や 
阍辺の植栽涅皞に木; I を^るなど 
整碥した巾 

さて、矢川の6然の中でわずか 

<:生き仲びている貴£な植物を今 

いくつか a ることが出米水生 

W 物の代衣はミクリだ。清水を W 

み水中に根を張つてそこから立ち 

上り•花序が球状でクリのィガを 

思わせることからその名がある ” 

力7ジシヤやクレゾンなどの紫* 

もきれいな水にふさわ I い。 is 地 

带ではスマトラノォの清楚な姿、 

細かな谈紫色の群落チゴザサの開 

I _____ _ _ 



花は «, 事である a 数年 W までたく 

さん fi られたミ/ホウズキの黄& 

い可«な花が揪近姿を消して1ま 

つたよぅだ。 n ガス、ハクカ、サ 

クラタデ*これからの矢川は自然 

観貧の適地だ。 (鈴木功) 



wffl 法人「たましん地域文化財 
lil 」 が運常する『たましん•故史. 
美術館 J が開設された U 昭和49年 
に本店(噃町》の一部を地域英附 
ギヤラリ—として»献してきた功 
縝は人きい。また、歴史に： 5 T する 
視線も確かで - I 多除のあゆみ j は 
季刊で63号を数える。しばしば • 
専 n 的1:すぎる紀事や淪说が目に 
つくが、この李刊誌がなけ n ば問 
通いなく ai な資料のおおくが敗 
逸していたこ t であろう♦地域に 
兵献するという•地域独自の芙術 
を®り起こすという •！« 葉では簡 
申だが『たましん」の*合が示し 
ているように*地^を築くこと W 
年(:も S り、ようやくに L て«の 
一部が成就する。文化とは真にゆ 
9たり t した歩みであるらしい。 
mlp ツバの街まちには、 D — 力 
ルな味を半かしたしやれた英術蛇 
や»物館がある' 日本にもああい 
う地(:根ざした文化が必要なのだ 
とよく耳にする♦が•速い他0]の 
«色としてで U なく，わが身に引 
さつけてかんがえたらどうなるの 
だろう♦ことは英術ばかりではな 
い•多！ e は今、3 5 0万人を裨 L 
ている❶ * 京の区部とは逢った自 
然や歴史に囲まれている、独6の 
文化の中で生きているのが「多¥ 
人」であり、もちろん「*川人 」 b 
例外ではない。地球 ffi を眺めると 
この日本はユ—ラシア大睦の！*:朿 
に位 SL ていて，「地域」をな I て 
いることが、よラく分る ♦^ ti の 
待の透くばかりえくてびあん 

【!■»}小川駕子神 01 溝孑^«山田》子 

中付！** $正弘,曲悦孑 Bt . 411 木+ 
•; 711》天0我* « ml « fli * 

スタ CSJT 2 6 9 技 nlle 本#誇 
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W 物好きだった龙川さんのお菜には今もチャボや»力 ( いる，最近小獾が3 
匹生まれた。北川さんの一)《!忌を記念して，神和 S が ft 年6馬に闇かれる 


立川折から市民体冒* 5でパス T 約丨吩 


若 m 町と®分寺市との 市塽 に’日本の詩壇 
の巨 S 、 北川冬 彦 さんが住まわれていたご 自 
毛'かある自然を愛し、 In 物を愛し、やさし 
く、心温かく、持に対してどこまでも情熱的 
であられた北川さん？それはそのまま®け堪 
がれ息づいていも"*ここはそんなまちである r 








